
生物資源科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Agro-Bioresources Science and Technology

生物資源科学研究法，国際生物資源科
学研究法などの専門基礎科目，各領域
の特別研究IS，IF，IIS，IIFなどの専門科
目，修士論文作成，学会発表，学術論文
発表など

大学院共通科目（国際性養成科目群），
各領域の演習IS，IF，IIS，IIFにおける国
際的な研究情報の収集，国外でのインタ
ーンシップなどの活動経験，留学生との
交流，TOEIC得点， 国際会議発表， 学
術論文発表，外国人との共同研究など

専門分野の特論などの専門科目，修士
論文作成，学会発表，学術論文発表など
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　プログラム内に、主な研究手法が異なる5つの領域「農林生物学領域」、「農林社会経済学領域」、「生物環境工学領域」、

「応用生命化学領域」および「バイオシステム学領域」、および海外協定校とのダブルディグリープログラムとして「グローバ

ルフードセキュリティー」ならびに留学生を対象とした英語プログラムの「国際農業科学」の2つのプログラムを設ける。

生物資源科学の基礎的な知識と技術、生物資源に関わる現実の課題を解決するために必要な専門的な知識、技術、研究

手法を修得する。その手法による研究・調査で得られたデータの解析方法やまとめ方を修得し、コミュニケーション能力やプレ

ゼンテーション能力が身につけられるよう教育課程を編成する。

　グローバルフードセキュリティー （ダブルディグリープログラム）では、協定校に1年間留学することにより国際的視野を備え、

異文化適応力を身につける。

・研究成果を修士論文としてまとめ、発表することにより、これらの能力をさらに高めるとともに、国際的に通用

するコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力、知を活用し生物資源に関わる現実の多様な課題

の解決に取り組み、人類・社会へ貢献するための実践力を身につける。
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　一般入試、社会人特別選抜、留学生特別選抜等の多様な選抜方式を採用し、大学卒業直後に進学する学生

のみならず、留学生や社会人を国内外から広く受け入れる。提出書類と口述試験により、以下の能力を評価する。

・提出書類と口述試験により、生物資源科学に関する基礎知識や基礎学力を評価する。

・提出書類に含まれる英語能力検定試験（TOEFL, TOEIC, IELTS）のスコアにより、英語の語学力を評価する。

・提出書類に含まれる研究計画書と口述試験により、論理的な思考力，的確な表現力とを評価する。

・口述試験により、生物資源科学分野に対する関心、研究に対するモチベーションと主体性を評価する。

　ダブルディグリープログラムのグローバルフードセキュリティーに入学するためには、本学位プログラムに入学

後、協定校が実施する選抜試験にも合格する必要がある。

　農・生物・環境に関する生物資源科学分野に深い関心を持ち、主体的に学修する意欲が高く、生物資源科

学に関する基礎知識、研究手法の基盤となる自然科学または社会経済学の基礎学力、英語文献を読み理解

するなどの学修に必要な語学力、課題解決に向けて様々な情報を科学的に分析する論理的な思考力、自分

の意見を的確に伝える表現力を有し、博士後期課程に進学し高度な専門的研究を行う研究者を目指す学生、

また、修士の学位を取得し幅広い専門知識を活かして社会貢献を目指す学生および国際的にも活躍すること

を目指す学生を求める。

・1年次開始時に全ての学生について、研究指導担当教員を含む2名以上の教員からなるアドバイザリ

ー・コミッティ （AC）を設置し、課題検討会を開催して、各学生の研究計画の妥当性、問題点を整理す

る。また、履修科目や取得単位の確認等の指導を受ける。ACは必要に応じて他学位プログラムの教員

も参画する。

・2年次春学期中にAC教員による中間評価を実施し、 口頭試問を通して各学生の研究進捗度を審査する。

評価は、①生物資源科学に関連して博士前期課程に相応しい基礎学力を有しているか、②所属する分野

において修士論文研究を推進するための基礎的研究力（技術的知識を含む）を有しているか、③学位取得

に向けて適切に研究が実施されているか、の三つの観点から行う。

・2年以上の在学と修了に必要な単位以上の修得が見込まれる者について、学位論文の審査および最終試

験を行う。主査および2名以上の副査からなる学位論文審査委員会が、学位論文の審査と口頭試問を行

い、上記の学位授与の方針（DP）に照らして修士（農学）学位に相応しい能力を有するか審査を行う。また、

領域ごとに公開発表会を行う。
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